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研究成果の概要（和文）：マクロ経済分析に欠かすことのできない変数のトレンド除去や正しいモデル選択のた
めに、新たな非線形計量分析の手法を開発した。その際、モデルの特定化の誤りを避け、様々な非線形トレンド
の形状に対応できる複数の手法が検討されている。まず非線形トレンドと確率トレンドがどちらも存在する場合
の検定方法である。次に適切なマクロ経済モデルを選択するための新しい手法を提案し、現実の分析に用いた。
また非線形マクロ経済モデルを用いて、様々な政策分析を行った。

研究成果の概要（英文）：We developed new nonlinear econometric methods for detrending and model 
selection, which are essential for macroeconomic analysis. We considered several alternative methods
 for the purpose of avoiding the model misspecification and allowing a flexible nonlinear trend 
function. First, we developed a testing procedure in the presence of both a nonlinear and stochastic
 trends. Second, we proposed a new method for selecting an appropriate macroeconomic model and 
applied to data. We also conducted various policy analyzes by estimating nonlinear macroeconomic 
models.

研究分野： マクロ経済学

キーワード： マクロ経済モデル　DSGEモデル　インパルス応答関数　景気循環　確率トレンド　非線形トレンド

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、マクロ経済の政策分析に必要な潜在変数を正しく把握するために、新しい統計的手法を提案してい
る。既存の手法と比べて優れている部分を理論的に明らかし、実際にデータを用いて様々な変数への応用可能性
を示したことで、有用性が高い分析手法として一定の成果を収めた。新しい手法を用いることで、重要な政策目
標が誤って判断されることを防止する効果が予想される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 
 
マクロ経済変数には継続的に上昇あるいは低下する性質であるトレンドが存在している。こ

のため、マクロ経済分析ではトレンドの定式化という問題に直面する。最も単純なトレンドは
確定的な線形トレンドであるが、現実のデータを線形トレンドのみで対処することは困難であ
り、確率トレンドや非線形トレンドを考慮する必要がある。 
 
また現在標準的な短期変動のマクロ経済モデルである動学的確率的一般均衡（DSGE）モデ

ルを解く場合、定常均衡値の計算が必要であるため、変数は必ずトレンド除去を行う必要があ
る。トレンド除去の手法は、確率トレンドや非線形トレンドをどのようにモデルに組み込むか
という点に大きく依存する。さらに、DSGE モデルは本来非線形モデルであり、データからモ
デルを推定する際に、非線形性を無視して、線形近似をしてしまうと、モデルの重要な特性を
捨象してしまう可能性がある。特に日本経済は現在ゼロ金利制約に直面しており、そのような
制約はモデルに大きな非線形性を生じさせる。このため、短期変動のマクロ経済分析では、線
形モデルではなく、非線形モデルを推定することが望ましいと考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
潜在 GDP 等の直接観測することができないが、マクロ経済分析に欠かすことのできない重

要な変数を推定するために、新たな非線形トレンドの計量分析の手法を開発する。その際、ト
レンド関数の特定化の誤りを避け、様々な非線形トレンドの形状に対応できる複数の手法を検
討する。マクロ経済変数に確定トレンドと同時に確率トレンドが含まれていることが多い。確
率トレンドがあるときに定式化を誤った確定トレンド関数を採用すると、意味のない循環成分
を抽出してしまう。確率トレンドの存在が、確定的な非線形トレンドの推定や検定を無効にす
る可能性を考慮するために、事前に確率トレンドの有無を単位根検定で確認することが考えら
れるが、それには問題がある。単位根検定の対立仮説が確定的な非線形トレンドである場合に
は、線形トレンドの場合に比べて検定の検出力が著しく低い。一方、検出力を維持するために、
事前にトレンドの非線形性を検定しようとすると、確率トレンドの存在によって正しい推測が
できなくなるという元の問題に立ち返ってしまう。このため、非線形トレンドの形状について、
確率トレンドの有無に依存せずに正しく検定できる方法を提案する。 
 
また標準的な短期変動のマクロ経済モデルである動学的確率的一般均衡（DSGE）モデルを

データから分析する際に、非線形性を無視すると誤った結論を導く可能性がある。このため、
トレンドを含めたモデルの構造の特定化の誤りを回避し、正しく推定された非線形 DSGE モデ
ルを用いて、政策目標変数に対する金融政策や財政政策の有効性を検討する。 
 
３．研究の方法 
 

マクロ時系列データの非線形トレンドの形状について、確率トレンドの有無に関わらず正し
く検定できる方法論を提案する。まず三角関数を基底とする非線形トレンド関数の有無を仮説
検定する場合、効率的な一般化最小二乗推定量に基づいた検定統計量の分布が確率トレンドの
有無に依存しないことを証明する。さらに三角関数を基底とする非線形トレンド関数の周波数
選択について、モデルに含まれる周波数の数が真の周波数の数と同じか少ない場合には、効率
的な一般化最小二乗推定量の残差平方和を最小にする方法が正しい周波数を漸近的に選ぶこと
を証明する。また、周波数を追加する場合に Sup 型や Mean 型のワルド検定統計量を逐次的に
計算することで、最終的な周波数を確定できることを証明する。また周波数領域のグレンジャ
ー因果性の検定手法を検討し、その有用性を確認する。 

 
マクロ経済モデルの実証分析では、特定化の誤りを避けるために、様々な DSGE モデルを

考慮する。特定化の誤りを避け、正しいマクロ経済モデルが選択できるような準限界尤度を用
いた選択基準を提案する。この手法の応用例として、トレンドインフレ率の変動を考慮したニ
ューケインジアン・フィリップス曲線の分析と、情報の不完全性が存在を考慮した経常収支の
分析を行う。またフィリップス曲線を応用したインフレ率の予測も行う。経済の非線形構造を
重視する分析として、賃金の下方硬直性の非線形 DSGE モデルに基づいた自然失業率の研究を
行う。自然失業率は、完全雇用 GDP に対応する失業率であり、経済構造をモデル化すること
で、推定することが可能である。またゼロ金利制約のある非線形 DSGE モデルに基づいた自然
利子率の試算も行う。自然利子率も、完全雇用 GDP に対応するような緩和的にも引締め的に
もならない実質金利であり、モデルから推定することが可能である。基本モデルの結果に加え
て、消費の習慣形成を考慮した場合、フォワードガイダンスも含めた金融政策ルールを考慮す
る場合の拡張を行う。 
 



４．研究成果 
 

研究成果の多くは国際学会で発表され、国際学術雑誌に採択されている。三角関数を基底と
する非線形トレンド抽出のための、効率的な一般化最小二乗推定量に基づいた新しい検定統計
量を提案した論文は査読付き国際学術誌(Oxford Bulletin of Economics and Statistics)上で発表さ
れた。Sup 型や Mean 型のワルド検定統計量による非線形トレンドの正しい周波数選択方法を
提案した論文は国際学会(2017 Asian Meeting of the Econometric Society)で報告され、現在は国際
学術雑誌に投稿中である。周波数領域での因果性検定の研究は複数の国際学会上(2019 Asian 
Meeting of the Econometric Society 等)で報告された。準限界尤度を用いたマクロ経済モデル
の選択基準を提案した論文は査読付き国際学術誌(Quantitative Economics)上で発表された。動学
パネルデータを用いたマクロ経済分析の方法論の研究成果論文も査読付き国際学術誌(Journal 
of Econometrics)で発表された。採択された論文では、データの動学構造が事前にわからない場
合でも、時間方向に十分サンプルサイズを確保できれば、モデルの特定化の誤りを避けたマク
ロ経済分析が可能であることが示されており、その利点から生じるバイアスを軽減する方法も
提案されている。準限界尤度を現実の DSGE モデルの選択に応用した研究については、まずト
レンドインフレ率を導入したニューケインジアン・フィリップス曲線の実証分析の研究は国際
学会(The 4th Annual Conference of the International Association for Applied Econometrics)で報告さ
れた。もう一つの準限界尤度を用いた応用として、情報の不完全性が存在する開放経済マクロ
モデルの研究成果は査読付き国際学術誌(Journal of International Money and Finance)で発表され
た。またフィリップス曲線を応用したインフレ率予測の研究は複数の国際学会上(27th 
Symposium of the Society for Nonlinear Dynamics and Econometrics 等)で報告された。賃金
の下方硬直性を考慮した非線形 DSGE モデル推定の研究は複数の国際学会上(2018 Midwest 
Macroeconomics Meetings 等)で報告された。またゼロ金利制約のある非線形 DSGE モデル推
定の論文は国際学術雑誌に投稿後、改訂の指示があり、現在改訂を終えて再投稿を完了してい
る。 
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